
問
題

⑦
藤
原
行
成
と
そ
の
書
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

⑥
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

⑤
白
樺
派
の
文
学
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

④
本
居
宣
長
に
よ
る
「
も
の
の
あ
は
れ
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

③
西
行
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

②
『
土
佐
日
記
』
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

①
『
風
土
記
』
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

る
に
な
む
、
参
り
つ
る
」
と
い
へ
ば
、

「
多
く
の
人
の
身
を
い
た
づ
ら
に
な
し
て
あ
は
ざ
な
る
か
ぐ
や
姫
は
、

の
た
ま
ふ
。

「
さ
ら
ば
、
か
く
申
し
は
べ
ら
む
」
と
い
ひ
て
、
入
り
ぬ
。

世
に
似
ず
め
で
た
き
こ
と
を
、
帝
聞
こ
し
め
し
て
、
内
侍
中
臣
の
ふ
さ
子
に
の
た
ま
ふ
、

ふ
さ
子
、
う
け
た
ま
は
り
て
、
ま
か
れ
り
。
た
け
と
り
の
家
に
、
か
し
こ
ま
り
て
請
じ
入
れ
て
あ
へ
り
。
婚
に
、

内
侍
の
の
た
ま
ふ
、

「
仰
せ
ご
と
に
、
か
ぐ
や
姫
の
か
た
ち
、
優
に
お
は
す
な
り
。
よ
く
見
て
参
る
べ
き
よ
し
、

次
の
①
S
⑦
か
ら
、
任
意
に
二
問
を
選
択
し
、
解
答
し
な
さ
い
。

さ
て
、
か
ぐ
や
姫
の
か
た
ち
の
、

問
題
一
次
の
文
章
を
通
釈
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
な
さ
い
。

二
0
二
五
年
度

入
学
試
験
問
題

f

f

 

（
注
意
事
項
）

①
解
答
は
、
縦
書
き
。

②
解
答
用
紙
に
、
志
望
専
攻
・
受
験
番
号
・
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。

③
解
答
用
紙
に
は
、
設
問
番
号
を
記
入
し
、
解
答
す
る
こ
と
。

④
試
験
終
了
後
、
問
題
用
紙
は
持
ち
帰
る
こ
と
。

修
士
課
程
(

9

月

）

文
学
研
究
科
文
学
専
攻
（
日
本
文
学
系
）

い
か
ば
か
り
の
女
ぞ
と
、

専

門

一

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

の
た
ま
は
せ
つ

ま
か
り
て
、
見
て
参
れ
」
と



問
題
三
次
の
資
料
は
、
矢
嶋
酋
甫
『
本
朝
国
語
』
（
宝
暦
十
三
年
正
月
刊
）
の
一
話
で
あ
る
。
振
り
仮
名
を
含
め
、
す
べ
て
翻
字
し
な
さ
い
。

問
題
四
次
の
漢
文
を
書
き
下
し
文
に
し
、
現
代
日
本
語
に
訳
し
な
さ
い
。

杜
子
春
者
、
蓋
周
・
隋
閲
人
。
少
落
掘
｝
テ
否
事
＼

家
勇
然
-
以
]
志
氣
閲
鴫
テ
畏
潤
閲
遊
＿
ヲ
賓
産

蕩
婁
拠
於
親
故
一
皆
以
査
喪
事
艮
棄
。
方
レ

冬
、
衣
破
覆
空
｝
7
-
／

徒

1

行
長
安
吏
日
晩
衷
食
‘

杭
亀
不
知
〗
所
5往

0
1

於
薫
市
西
門
一
餓
寒
之
色

歴
掬
必
任
天
長
旺
゜

（
『
杜
子
春
伝
』
）



2025年度入学試験問題修士課程 (9月）

文学研究科文学専攻（中国文学系） ［専門

（注意事項）

①解答は、横書き。

②解答用紙に、志望専攻・受験番号・氏名を記入すること。

③解答用紙には、設問番号を記入し、解答すること。

④試験終了後、問題用紙は持ち帰ること。

1.次に掲げる事項の内から 8項目を選び、それぞれ 100字程度の解説を加えなさい。

順序は不同でよいが、必ず番号と項目名を掲げてから解答を書くこと。

(1)『史記』

(6)『荘子』

(11)厳復

(16)『屈原』

(2)『周易』

(7)王陽明

(12)『白毛女』

(17)張天翼

(3)陶淵明

(8)『水滸伝』

(13)老舎

(18)朦朧詩

ぷヤ

(4)辺塞詩 （5)玄学

(9)孔穎達 （10) 白居易

(14)五四新文化運動 (15)丁玲

(19)『寒夜』 (20)田漢

2.次の (A)(B) の内から一つを選んで現代日本語に訳しなさい。

(A) 晉太和中、廣陵人楊生、養一狗。甚愛憐之、行止輿倶。後生飲酒酔、行大澤草中、眠、不能動。

時方冬月燎原、風勢極盛。狗乃周章琥喚、生酔不覺。前有一坑水、狗便走往水中還、以身瀧生左右

草上。如此敷次、周施娃歩、草皆泊混。火至免焚。生醒、方見之。爾後生因暗行、堕干空井中、狗

呻吟徹覗。有人経過、怪此狗向井眺、往視、見生。生曰、「君可出我、営有厚報。」人日、「以此狗

見輿、便営相出。」生日、「此狗曾活我已死、不得相輿。餘即無惜。」人日、「若爾、便不相出。」狗

因下頭目井。生知其意、乃語路人云、「以狗相輿。」人郎出之、繋之而去。却後五日、狗夜走蹄。

（『捜神後記』）

(B) 一九五0年十一月七日上午，我在西伯利亜的火牟中所見莫斯科紅均上布球尼※元肺宣渡床祝十

月革命市的閲兵典礼汗始的命令。那介吋候我イ［］整介牟廂的同志伯都在洪奇地淡恰桧固的盛況。湘

行臥伍向着紅士元前進，我伯的火牟也向着紅坊前逍。我介‘]的心一致向往着莫斯科，我1f]毎介人都恨

不得長出一双翅膀，均上〖到紅垢的上空，〖到滸行的行列中 l司，銀莫斯科人民一起，向着桧I渕台

前遊。我1i]的心陶酔在紅均上的一片炊呼声中。晩上我伯同赤咲朋友イi]在年上朕炊，我1i]不断地挙

杯，力我{f]大家敬愛的人干杯，力我伯的友消干杯，力彼此的幸福干杯，力我1i]共同的元限美好的

前途干杯。我伯干杯的理由太多了。一句活，在十月革命的芍日里，我伯挟到了一切。我1f]的介人

感情完全融化在那仏普遍、那仏深厚的“同志愛”里面了。

（巴金《碓忘的日子》）

※布球尼：セミョーン・ミハーイロヴィチ・ブジョーンヌイ(1883-1973)。ロシア帝国・ソ連の軍

人。ロシア内戦における赤軍の英雄、第 1騎兵軍指揮官、ソ連邦元帥の最初の 1人。



2025年度入学試験問題修士課程 (9月）
文学研究科文学専攻（英米文学系） ［専門］

（注意事項）
①解答は、横書き。
②解答用紙には、志望専攻・受験番号・氏名を記入すること。
③解答用紙には、設問番号を記入し、解答すること。
④試験終了後、問題用紙は持ち帰ること。

1 次の英文を日本語に訳しなさい。

ャヽ

引用部分は削除しています。

(Michael Bond, Paddington at Large) 

Ill 次の 15題（固有名詞を含む）の中から 7題を選んで、日本語で説明しなさい（解答する番号を記入すること）。

① “The Happy Prince" 

④ Wuthering Heights 

⑦ The Great Gatsby 

⑩ A Streetcar Named Desire 

⑬presupposition 

② The Merchant of Venice 
⑤ Great Expectations 

⑧ The Sound and the Fury 

⑪ vernacular 

⑭prototype 

③John Keats 

⑥ Edgar Allan Poe 
⑨ Nathaniel Hawthorne 

⑫ address terms 

⑮ copula 

w 次の 6題の中から 3題を選んで、論述しなさい（解答する番号を記入すること）。

① blank verseについて

② so皿 etsについて

③アメリカ文学における naturalismについて

④the "Beat" movementについて

⑤ピジン(pidgin)とクレオール (creole)について

⑥結束性（cohesion)と一貫性（coherence)について



設
問
二
右
の
全
文
を
口
語
訳
し
な
さ
い
。

設
問 此

之

謂

物

化

。

自

喩

志

興

。

昔
者
、

次
の
漢
文
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

敵

二

0
二
五
年
度

周
興
糊
蝶
、

俄
而
覺
、

蜘

蝶

則

蓮

入
学
試
験
問
題
修
士
課
程
(

9

月）

文
学
研
究
科
文
学
専
攻
[
外
国
語
（
漢
文
）

荘

周

夢

為

蜘

蝶

゜

蓮

然

周

也

。

之

夢

為

周

典

。

（
注
意
事
項
）

①
解
答
は
、
縦
書
き
。

②
解
答
用
紙
に
は
、
志
望
専
攻
・
受
験
番
号
・
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。

③
解
答
用
紙
の
外
国
語
欄
の
解
答
す
る
語
種
を
0
で
囲
む
こ
と
。

④
解
答
用
紙
に
は
、
設
問
番
号
を
記
入
し
、
解
答
す
る
こ
と
。

⑤
試
験
終
了
後
、
問
題
用
紙
を
持
ち
帰
る
こ
と
。

棚

棚

然

瑚

蝶

也

。

不
知
周
也
。

不

知

周

之

夢

為

醐

蝶

興

、

則

必

有

分

癸

゜
（

『

荘

子

』

）

右
の
全
文
を
書
き
下
し
文
に
改
め
な
さ
い
（
現
代
仮
名
遣
い
で
よ
い
）
。

L....J 



2025年度入学試験問題修土課程 (9月）

文学研究科文学専攻 ［外国語（英語） ］ 

（注意事項）
①解答は、横書き。

②解答用紙に、志望専攻・受験番号・氏名を記入すること。

③解答用紙の外国語欄の解答する語種を0で囲むこと。
④解答用紙には、設問番号を記入し、解答すること。

⑤試験終了後、問題用紙は持ち帰ること。

I 次の英文を日本語に訳しなさい。

9ヤ

引用部分は削除しています。

(B. D. Tucker and Philip Williams, Invitation to American Literature) 

II 次の英文を日本語に訳しなさい。

引用部分は削除しています。

(Ira Shor, Empowering Education) 



⑦
顔
真
卿
と
そ
の
書
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

⑥
方
言
周
圏
論
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

⑤
樋
ロ
一
葉
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

④
蕉
風
俳
諧
の
「
か
る
み
」
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

③
『
方
丈
記
』
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

②
和
泉
式
部
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

①
山
上
憶
良
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

問
題
二
次
の
①
S
⑦
か
ら
、
任
意
に
二
問
を
選
択
し
、
解
答
し
な
さ
い
。

な
り

死
人
ノ
枕
上
二
居
テ
、
死
人
ノ
髪
ヲ
カ
ナ
グ
リ
抜
キ
取
ル
也
ケ
リ
。

し

げ

あ

り

●

二
、
朱
雀
ノ
方
二
人
重
ク
行
ケ
レ
バ
、

二
0
二
五
年
度

（
注
意
事
項
）

①
解
答
は
、
縦
書
き
。

②
解
答
用
紙
に
、
志
望
専
攻
・
受
験
番
号
・
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。

③
解
答
用
紙
に
は
、
設
問
番
号
を
記
入
し
、
解
答
す
る
こ
と
。

④
試
験
終
了
後
、
問
題
用
紙
は
持
ち
帰
る
こ
と
。

今
昔
、
摂
津
ノ
国
辺
ヨ
リ
盗
セ
ム
ガ
為
二
京
二
上
ケ
ル
男
ノ
、
日
ノ
未
ダ
明
カ
リ
ケ
レ
バ
、
羅
城
門
ノ
下
二
立
隠
レ
テ
立
テ
リ
ケ
ル

あ
皇
た

人
ノ
静
マ
ル
マ
デ
ト
思
テ
、
門
ノ
下
二
待
立
テ
リ
ケ
ル
ニ
、
山
城
ノ
方
ヨ
リ
人
共
ノ
数
来
タ
ル
音

ノ
シ
ケ
レ
バ
、
其
レ
ニ
不
見
エ
ジ
ト
思
テ
、
門
ノ
上
層
二
和
ラ
掻
ツ
リ
登
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
見
レ
バ
、
火
髯
二
燃
シ
タ
リ
。
盗
人
、
「
怪
」

卜
墨
プ
、
連
子
ヨ
リ
臨
ケ
レ
バ
、
若
キ
女
ノ
死
テ
臥
タ
ル
有
リ
。
其
ノ
枕
上
二
火
ヲ
燃
シ
テ
、
年
極
ク
老
タ
ル
娠
ノ
白
髪
白
キ
ガ
、
其
ノ

問
題
一
次
の
文
章
を
通
釈
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
な
さ
い
。

6

ヤ

入
学
試
験
問
題
修
士
課
程
(

2

月）

文
学
研
究
科
文
学
専
攻
（
日
本
文
学
系
）

r--! 

専

門

（
次
頁
に
つ
づ
く
）



と
い
う
随
筆
作
品
の
上
巻
の
一
部
で
あ
る
。
句
点
・
振
り
仮
名
を
含
め
、
す
べ
て
翻

問
題
三
次
の
資
料
は
、
中
川
三
柳
『
飛
鳥
川
』
（
慶
安
五
年
六
月
刊
）

字
し
な
さ
い
。

問
題
四
次
の
漢
文
を
書
き
下
し
文
に
し
、
現
代
日
本
語
に
訳
し
な
さ
い
。

朧

西

李

徽

皇

族

子

、

家

＿

於

鶴

略

一

徽

少

博

學

善

晨

文
5

弱
冠
梃
洲
府
真
焉
。
時
襲
名

士
一
天
賓
十
載
春
、
於
一
尚
書
右
丞
楊
没
、
榜
下
ー

登
進
士
第
一
．
後
敷
年
、
調
憚
江
南
尉
＿
徽
性

疎
逸
｝
テ
侍
吃
侶
傲
。
不
極
屈
＿
肱
卑
墜
嘗
鬱

鬱
ポ
奥
偲
同
合
會
既
薗
＿
鵬
‘
畏
其
群
官
―
―

日
、
生
乃
界
君
等
唇
伍
耶
。
其
寮
佐
咸
墾
之
。

（
『
人
虎
伝
』
）



2025年度入学試験問題修士課程 (2月）

文学研究科文学専攻（中国文学系） ［専門］

（注意事項）

①解答は、横書き。

②解答用紙に、志望専攻・受験番号・氏名を記入すること。

③解答用紙には、設問番号を記入し、解答すること。

④試験終了後、問題用紙は持ち帰ること。

1.次に掲げる事項の内から 8項目を選び、それぞれ 100字程度の解説を加えなさい。

順序は不同でよいが、必ず番号と項目名を掲げてから解答を書くこと。

(1)『礼記』

(6)鄭玄

(11)茅盾

(16)女青

(2)李商隠 (3)『管子』

(7)『紅楼夢』 （8)『漢書』

(12) 「人的文学」 (13)『初径』

(17)『小二黒結婚』 (18)繭紅

(4)李白 （5)朱憲

(9)曹植 (10)四六絣備文

(14)『新青年』 (15)文学研究会

(19)莫言 (20)余華

2. 次の (A) (B)の内から一つを選んで現代日本語に訳しなさい。

(A)天西行、日月五星皆東行。日ー歳而一周。月疾於日、一月而一周。天又疾於月、一日而一周。星有

遅有速、有逆有順。是四者、各自行而若不相為謀、其動而不努、運而不已、自古以来、未嘗一刻息

也。是何為哉。夫四者、所以相須而成董夜、四時、寒暑者也。一刻而息、則四時不得其平、萬物不

得其生、蓋其所任者重癸。人之有君子也、其任亦重突。萬世之所治、萬物之所利、故日「自彊不息」、

又曰「死而後已」者、其知所任芙。然則君子之學也、其可一日而息乎。吾於是乎有感。

（欧陽脩「雑説三首」）

(B)凡有一人的主張，得了糖和，是促其前逍的，得了反対，是促其奇斗的，独有叫威干生人中，而生人

井元反庖，既非費同，也元反対，如置身奄元辺転的荒原，元可措手的了，送是侶祥的悲哀呵，我干

是以我所感到者力寂莫。送寂寛又ー天ー天的長大起来，如大毒蛇，繕住了我的芙魂了。然而我呈然

自有元端的悲哀，却也井不横悪，因力送経翰使我反省，看見自已了：就是我決不是一介振臀一呼底

者云集的英雄。只是我自己的寂寛是不可不駆除的，因力送干我太痛苦。我干是用了神神法，来麻酔

自己的爽魂，使我坑入干国民中，使我回到古代去，后来也奈防或労戒近几祥更寂莫更悲哀的事，都

力我所不慰追杯，甘心使他if]和我的脳ー同消天在泥土里的，但我的麻酔法却也似乎已経奏了功，再

没有青年吋候的懐慨激昂的意思了。

（魯迅《咽威自序》）



設
問
二
右
の
全
文
を
口
語
訳
し
な
さ
い
。

設
問 小

ロヽ

二

0
二
五
年
度

勢
窮
若
有
光
。

晉
大
元
中
、

人
甚
異
之
、

右
の
全
文
を
書
き
下
し
文
に
改
め
な
さ
い
（
現
代
仮
名
遣
い
で
よ
い
）
。

桃
花
林
。

復

一
丁
、
ノイ

入
学
試
験
問
題
修
士
課
程
(

2

月）

文
学
研
究
科
文
学
専
攻
[
外
国
語
（
漢
文
）

（
注
意
事
項
）

①
解
答
は
、
縦
書
き
。

②
解
答
用
紙
に
は
、
志
望
専
攻
・
受
験
番
号
・
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。

③
解
答
用
紙
の
外
国
語
欄
の
解
答
す
る
語
種
を

0
で
囲
む
こ
と
。

④
解
答
用
紙
に
は
、
設
問
番
号
を
記
入
し
、
解
答
す
る
こ
と
。

⑤
試
験
終
了
後
、
問
題
用
紙
を
持
ち
帰
る
こ
と
。

央
岸
敷
百
歩
、

欲
窮
其
林
。

中
無
雑
樹
。

武

陵

人

捕

魚

為

業

。

次
の
漢
文
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

（
陶
潜
『
桃
花
源
記
』
）

芳
草
鮮
美
、

縁
漢
行
、

L....l 

山
。

山

有

落
英
績
紛
゜

林

盛

水

源

便

得

一

忘
路
之
遠
近
。

忽

逢

漁


